
 

 

むかわ町立鵡川中学校 「教育目的別防災教育カリキュラム」と協力いただいた方々 

教育項目 学年・教科・時数 内容 協力者（今年度予定も含む） 

Ⅰ
 

地
震
・
津

波
等
の
自
然

災
害
を
知
る 

A 地震･津波のお

き方を知る 

 

津波メカニズム 

中 1：理科（1 時間） 

津波が起こるメカニズムを実験を通

して理解する。 
室蘭地方気象台 

地震メカニズム 

中 2：理科（1 時間） 

地震の揺れの伝わり方を知る。教員免

許状更新講習資料「地震・津波災害と

防災対策」活用。 

北海道大学 

Ⅱ
 

対
処
行
動
を
知
る A地震から身を守

る方法を知る 

家庭防災家具編 

中 1：家庭科（1 時間） 

地震の揺れを考えて、家具の配置や家

具の固定を考える。 
釧路工業高等専門学校 

家庭防災食事編 

中 2：家庭科（1 時間） 

災害救助用炊飯袋で地域住民と災害

食をつくり、災害時の食事のあり方に

ついて考える。教員免許状更新講習資

料「防災教育」活用。 

北海道教育大学 

｢予告なし｣避難訓練 

全学年：行事（1 時間） 

※年間 3回実施 

昼休みに地震が発生した際の対応の

方法を理解すると共に、教師が近くに

いない状況でも落ち着いて避難経路

を行動する能力、態度を育成する。 

阿南市立津乃峰小学校（徳島県） 

山梨大学 

着衣泳体験 ※検討中 

中 1：体育（2 時間） 

津波や洪水等の被害想定地域で、着衣

泳体験し、災害時に落ち着いて自分の

命を守る行動がとれるようになるこ

とを目ざして検討をすすめている。 

苫小牧市消防本部 

E避難できない人

間の心理を知る 

避難者の心理 

中 3：道徳（1 時間） 

防災知識があっても行動できない人

間の心理を理解した上で、災害時に率

先して避難行動する意味を持たせる。 

東京大学 

和歌山県教育委員会 

釜石市教育委員会（岩手県） 

B津波からの避難

方法を知る 

津波三原則学習 

中 1：道徳（1 時間） 

津波避難三原則の意味を理解する。自

分自身で状況を判断し適切な避難行

動を行う（自助） 

津波てんでんこ 

中 2：道徳（1 時間） 

「津波てんでんこ」の願いにふれ、自

分自身が避難することで家族や周り

の人も助かることを理解する。 

ハザードマップ学習 

中 2：社会（2 時間） 

適切な避難行動や判断力の向上のた

め、津波ハザードマップ活用し、FW

で学校周辺の津波危険度を学ぶ。 地方独立行政法人  

北海道立総合研究機構  

北方建築総合研究所 

北海道大学 

釧路工業高等専門学校 

D 様々な避難方

法を考える 

DIG 学習 

中 2：社会（2 時間） 

地域の自然条件や防災資源、予想され

る被害情報を書き込んだ地図を作成、

地域の避難や防災対策について学ぶ。 

HUG 学習 

中 2：社会（2 時間） 

避難所運営方法について地域住民と

検証、避難所で災害弱者の救助につい

て学ぶ（共助）。 

Ⅲ
 

先
人
の
経
験
に
学
ぶ 

A 語り継ぐ責任 

防災ウィーク 

｢むかわの記憶｣集会 

全学年：行事（１時間） 

「風化」させてはいけない震災の「記

憶」を全校生徒と全教職員で共にする

ことを願い実施。 

 

防災講話 

全学年：道徳（2 時間） 

※ 毎年 9 月 6 日実施 

東日本大震災当時、小学 5 年生だった

児童とその児童の中学校の教員によ

る防災講話(Zoom)。〔2020 年度実施〕 

大川伝承の会（石巻市） 

東北学院大学 

東日本大震災当時、中学 3 年生だった

生徒による防災講話＋ワークショッ

プ(Zoom)。〔2021 年度実施〕 

株式会社 8 kurasu（釜石市） 

防災リンピック         

全学年：体育大会 

避難時に必要な避難行動を体育大会

団体種目として競技化。スポーツを通

じて防災意識を高めたり、全校生徒

で、震災を「風化」させないために、

そして、後輩に教訓として伝えていく

ために取り組む。 

 

他校との防災交流        

全学年：学校祭 

胆振東部地震被災時、同じ校名である

という縁でエールをいただき、その

後、生徒会活動や行事等で交流。 

北杜市立武川中学校（山梨県） 

新聞活用(NIE)防災学習 

全学年：社会（随時） 

9 月 6日前後の各紙の震災関連記事の

取り扱いを比較する。 

北海道新聞社NIE推進センター 

(北海道 NIE 推進協議会事務局) 

火山と地域学習 

中 2：宿泊研修 

ジオパーク有珠山フィールドワーク

実施。有珠山を通して SDGs の「火山

と共に生きる」洞爺の取組から学ぶ。 

洞爺湖有珠火山マイスターネッ

トワーク 

被災地から学ぶ 

中 3：修学旅行 

石巻市門脇地区や大川小学校を訪問

し、震災学習を実施〔2022 年 4 月〕 

大川伝承の会（石巻市） 

3.11 みらいサポート(石巻市) 

※ 「教育項目」のⅠ,Ⅱ,Ⅲ,A,B,C…の分類は、釜石市「津波防災教育のための手引き」と和歌山県「防災教育指導の手引き」を参照 

※ 各教科における防災教育については、鳴門市教育委員会「いつもともしもがつながる学校のフェーズフリー」を参照 


